
育プログラム」を開発し,市内全小学5年生

から中学2年生を対象に継続的に実施して

いる6)．演者は平成21年度より坂戸市立小

・中学校食育推進委員として，教員対象研

修会や食育プログラムの評価を担当して

いる．準実験デザインを用い，学習前（小

5）と学習後（中2）の効果検証に取り組ん

だが，食育プログラムを学習した児童生徒

の食態度・食行動は必ずしも良好な変化を

示さず，成長期である学童期から思春期に

かけての食育プログラムの効果を量的に

検証することの難しさを感じている． 

2) 本学会 栄養教育研究会での活動 

平成20年度から3年間は文献レビュー委

員として「諸外国における学童・思春期の

学校を拠点とした栄養・食教育に関する系

統的レビュー」に取り組んだ5)．学校での

効果的な栄養・食教育のためには，教育的

アプローチと環境的アプローチを組み合

わせることが重要であることを示した． 

平成23年度からは研究会の委員を務め，

食行動と健康・栄養状態の関連についての

エビデンスの整理や，学校における食育の

評価のあり方についての提案に取り組み,

他の委員の先生方と議論・協力しながら研

究と実践をつなげる活動を行っている． 

【今後の課題】 

家族との共食の推進に関する介入研究は国

内外においてまだ少ないのが現状である．学校

における栄養・食教育の中に，子どもから共食

する機会を増やすような働きかけを家族にす

る内容を取り入れる等，家族との共食や自発

的コミュニケーションを促進するための具体

的な支援の方法を検討する必要がある． 

本学会の学術大会や栄養教育研究会の

活動を通して，他大学の先生方や学校現場

で栄養・食教育の実践に携わる方々と交流

し，意見交換する貴重な機会を得ている．

今後も子ども達の健やかな成長と食生活

の実現に貢献できるよう，現場の課題解決

や円滑な実践活動につながるような研究

や活動に取り組んで行きたい． 
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【はじめに】 

平成 17 年に食育基本法が施行され，地域，

学校，家庭における食育が全国的に展開されて

いる．平成23年度から開始された国の第 2 次

食育推進基本計画では，「家庭における共

食を通じた子どもへの食育の推進」が食育

の重点課題の１つに位置付けられた． 

演者はこれまで学童・思春期の子どもを

対象とし，主に家族との共食と食事中のコ

ミュニケーションに関する研究，並びに学

校における栄養・食教育に関する研究や活

動に取り組んできた． 

【家族との共食と食事中のコミュニケー

ションに関する研究】 

コミュニケーション学を専攻していた

学部時代に，家族がコミュニケーションを

図る場として食事の時間が重要であると

考え,食事と家族コミュニケーションの関

連をテーマに卒業論文に取り組んだ． 

修士課程（栄養学）に進学し，様々な研究の

基礎を習得した．全国約2,000名の小学4，5

年生の食事スケッチの分析や，小学5年生

を対象とした食事中のコミュニケーショ

ンに関するグループインタビューから，単

に食事中に会話をすればよいのではなく，

子どもが自分から話すこと,すなわち自発

的コミュニケーションが多いかどうかが

重要ではないかと考えた．東京都内の小学

5，6年生約120名を対象に質問紙調査を実

施した結果，自発的コミュニケーションが

多い児童は少ない児童に比べて，食態度，

食行動，家族関係，QOLが良好であった1)． 

その後，米国大学院（公衆衛生学プログラム

公衆栄養専攻）に留学し，「子どもの共食とそ

の食生態に関する国際比較調査」の一環として

，米国3州の5～7年生261名を対象に自記式質問

紙調査を実施した．調査項目には，行動科学理

論の1つである計画的行動理論をふまえた共食

に対する認知11項目を含めた．その結果,夕食

共食頻度には,共食することへの意図，家族の

主観的規範,共食のために時間を作ることの難

しさが有意に影響することを明らかにした2)． 

帰国後，先行研究で多く用いられる「家

族との共食頻度」という共食の量的な視点

と，演者らが注目してきた「自発的コミュ

ニケーション」という共食の質的な視点を

組み合わせ，家族との共食を捉えることを

試みた3,4)．その結果，夕食共食頻度が週4

日以上でかつ自発的コミュニケーション

が多い児童生徒は，頻度は同程度で自発的

コミュニケーションが少ない者や両方少

ない者に比べて，食態度，食行動，QOLが

良好であることを，小学5年生，中学2年生

それぞれについて明らかにし，学位論文と

してまとめた． 

【学校における栄養・食教育に関する

研究や活動】 

1)埼玉県坂戸市における食育の推進 

坂戸市では平成18年度より児童生徒の

健康ならびに食生活の向上を目指した「食
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